
日曜臨時窓口一覧

開設日 開設窓口
問い合わせ（市外局番は027） 取り扱い業務

3月19日
～4月9日
の日曜 市役所

市民課 
☎898-6106

住民異動・戸籍の届け出（※１）
印鑑登録申請
国民年金資格・国民健康保険資格の届け出
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄
本などの交付
国民年金に関する相談など
３月26日のみ市民課交付分のマイナン
バーカードの交付（午後４時まで）

国民健康保険課 
☎898-6250

国民健康保険証の再交付
後期高齢者医療の届出、保険料納付の手続き
子ども医療費などの福祉医療費の申請手
続きなど

子育て支援課（児
童手当窓口） 
☎224-1111・内
線3277

児童手当、児童扶養手当受給手続きなど

3月26日・
4月2日

学校教育課
☎898-5812 小中学校の転校手続きなど（※２）

3月26日

富士見支所☎288-2276 
（取り扱いできない手続き
もあります。事前に問い合
わせてください） 

住民異動・戸籍の届け出（※１）
印鑑登録申請
国民年金資格・国民健康保険資格の届け出
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍謄抄
本などの交付
富士見支所交付分のマイナンバーカード
の交付
国民健康保険証の再交付
児童手当受給手続き
小中学校の転校手続きなど（※２）

※１　他市町村の記録などが確認できないときは、受理できない場合があります。
※２　学校へは月曜以降に書類を提出してください。

北関東400kmブルベ
里山海を自転車で駆け巡ろう

 政策推進課　☎ 027-898-6513

　前橋・水戸・宇都宮・高崎の北関東４市を周遊する北
関東400kmブルベを、４月29日㈯に開催します。
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　宇都宮を発着点に、27時間以内で400kmの
コース完走を目指す長距離サイクリング。国際団体
公認のブルベです。賠償責任保険金額5,000万円
以上の保険に加入している20歳以上が対象で、先
着300人（東・西回り各150人 ）。費用は1,200円
です。
申し込み＝３月３日㈮から専用ホームページ

（http://www.sportsentry.ne.jp/）で
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　北関東３県の中核都市の前橋市・水戸市・宇都宮市・
高崎市。２月６日、市役所で４市の市長が、北関東中核都
市連携会議を開催。北関東全体の魅力を高めるための交
流や連携について話し合いました。
　会議の結果、北関東400ｋｍブルベのPRの充実やイン
バウンド観光の推進、恵比寿（東京都渋谷区 ）での４市連
携マルシェの開催（物産フェア）、各市のイベントを通じた

連携などに取り組むことになりました。
　インバウンド観光では、台湾からの旅行者に４市の食や
観光地を紹介する共通冊子の名前を「東京的北側 」に決
定。現地のイベントなどで４市の魅力を直接伝えます。
　本市は今後もほかの３市と緊密に情報交換を行い、役
割分担をしながら連携事業を充実・強化。単独では解決
が難しい課題に協力して対応します。

北関東中核都市連携会議
 政策推進課 ☎027-898-6003

震災発生の 3 月 11 日に
防災ラジオをテスト放送

　地震などの被害を減らすには、いち早く正確な
情報を入手することも大切。防災ラジオは緊急時
に自動で起動し、大切な情報をお知らせします。
　３月11日㈯午前10時、東日本大震災が発生し
た日に合わせて、防災ラジオを緊急起動させるテ
スト放送を行います。実際の災害と間違わないよ
うに注意してください。

防災ラジオで
正しい情報を

地域でも連携して
地震への備えを

　２月18日に済生会前橋病院などで、合同災害対応訓
練が行われました。これは県南部を震源に、本市では震
度６強の地震が発生。近くのビルが一部崩れて多くの
負傷者が出たという想定で行われたもの。同病院と東
地区自治会連合会、市が合同で訓練をしました。自治会
と病院、市消防局はそれぞれの役割を確認して訓練に
参加。病院を訓練の場にしたのは市内では初めてです。
　自治会などの地域コミュニティー内でお互いに助け
合うこと、地域や組織を超えていつかに備えて連携す
ることは、被害を最小限に抑えるのに有効です。もう一
度考えませんか。地域の絆。

地震の被害を
減らすポイント

･住宅の耐震化や家具の固定で
命を守る

･水や食料など防災備蓄を確保
･非常時の連絡方法や集合場所

を事前に確認

危機管理室
南雲 貞人
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